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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バニリルアルキルエーテルを化粧料全量に対して０．１質量％～１質量％と、トウガラ
シ抽出物を化粧料全量に対して固形分として０．００１質量％～０．１質量％と、バラ科
の植物抽出物とを含有し、
　前記バラ科の植物が、アロニア属アロニア・メラノカルパ（Aronia melanocarpa）及び
／又はキイチゴ属オニイチゴ（Rubus ellipticus）であることを特徴とする、温感化粧料
。
【請求項２】
　バニリルアルキルエーテルを構成するアルキル基が炭素数１～４のアルキル基であるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の温感化粧料。
【請求項３】
　バラ科の植物抽出物を化粧料全量に対して、固形分として０．０００１質量％～１質量
％含有することを特徴とする、請求項１又は２に記載の温感化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、温感化粧料に関し、さらに詳細にはバニリルアルキルエーテルと、トウガラ
シ抽出物と、バラ科の植物抽出物とを含有することを特徴とする、温感化粧料に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　温感剤のバニリルアルキルエーテルは、他の温感剤に比べて温感の持続効果が高いため
、温感化粧料に汎用されている（例えば、特許文献１、特許文献２を参照）。しかしなが
ら、使用直後から温感を感じるまでのタイムラグがあるため、バニリルアルキルエーテル
単独では効果に対する満足度がなかなか得られていなかった。
【０００３】
　一方、即効性の高い温感剤としてトウガラシ抽出物が知られており、バニリルアルキル
エーテルと併用した温感化粧料も知られている（例えば、特許文献３を参照）。しかしな
がら、トウガラシ抽出物の温感ピークの時間とバニリルアルキルエーテルの温感効果が最
大になる時間にまだズレが存するため、温感の中だるみが生じるという課題が存した。
【０００４】
【特許文献１】特表２００８－５４２３８７号公報
【特許文献２】特開２００２－１７９５１７号公報
【特許文献３】特開２００４－１６１７０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、バニリルアルキルエーテルと、トウガ
ラシ抽出物とを含有する温感化粧料において、バラ科の植物抽出物を含有する化粧料を提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは鋭意努力を重ねた結果、バニリルアルキルエーテ
ルと、トウガラシ抽出物とを含有する温感化粧料において、バラ科の植物抽出物を含有せ
しめることが、温感化粧料使用直後の温感の中だるみを抑える効果に優れることを見出し
、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は以下に示すとおりである。
＜１＞温感剤としてバニリルアルキルエーテルを化粧料全量に対して０．１質量％～０．
５質量％と、トウガラシ抽出物を化粧料全量に対して０．００１質量％～０．１質量％と
を含有する温感化粧料において、バラ科の植物抽出物を含有することを特徴とする、温感
化粧料。
＜２＞前記バラ科の植物が、アロニア属アロニア・メラノカルパ（Aronia melanocarpa）
及び／又はキイチゴ属オニイチゴ（Rubus ellipticus）であることを特徴とする、＜１＞
に記載の温感化粧料。
＜３＞バラ科の植物抽出物を化粧料全量に対して、固形分として０．０００１質量％～１
質量％含有することを特徴とする、＜１＞又は＜２＞に記載の温感化粧料。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、バニリルアルキルエーテルと、トウガラシ抽出物とを含有する温感化
粧料において、バラ科の植物抽出物を含有せしめ、温感化粧料使用直後の温感の中だるみ
を抑える効果に優れた化粧料を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
＜本発明のバニリルアルキルエーテル＞
　本発明の温感化粧料は、必須成分としてバニリルアルキルエーテルを含有することを特
徴とする。バニリルアルキルエーテルを構成するアルキル基としては、炭素数１～４のも
のが好ましく、例えば、バニリルメチルエーテル、バニリルエチルエーテル、バニリルプ
ロピルエーテル、バニリルイソプロピルエーテル、バニリルブチルエーテル、バニリルセ
カンダリーブチルエーテル、バニリルイソブチルエーテル、バニリルターシャリーブチル
エーテル、バニリルシクロプロピルメチルエーテル、バニリルシクロブチルエーテル等が
具体的に好ましく例示できる。この内、バニリルブチルエーテルは、既に市販されており
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それを用いることもできるし、バニリルアルコールを塩化チオニルなどのハロゲン化剤で
ハロゲン化した後、水素化ナトリウムなどのアルカリ存在下対応するアルコールと縮合さ
せて製造し、使用することもできる。バニリルアルキルエーテルの含有量は、化粧料全量
に対して、０．１質量％～１質量％であり、好ましくは０．１質量％～０．５質量％であ
る。これは、少なすぎると温感効果が弱くなり、多すぎるとバニリルアルキルエーテルの
刺激性が強くなり使用性が低下するからである。本発明の化粧料においては、バニリルア
ルキルエーテルを唯一種含有させることもできるし、二種以上組み合わせて含有させるこ
ともできる。好ましい形態は、バニリルブチルエーテルを単独で含有する形態である。
【０００９】
＜本発明のトウガラシ抽出物＞
　本発明の温感化粧料は、必須成分としてトウガラシ抽出物を含有することを特徴とする
。これら植物抽出物は、化粧品においては保湿効果、美白効果、鎮静効果といった働きを
もつことから、肌のさまざまな代謝を活性化させる目的に汎用される成分である。ここで
いう抽出物とは、具体的には、抽出物自体、抽出物の画分、精製した画分、抽出物又は画
分の総称を意味する。
【００１０】
　本発明のトウガラシ抽出物としては、ナス科トウガラシの果実の乾燥物を有機溶剤で抽
出したもの又はその溶剤除去物が好ましく、有機溶剤としては水に可溶なものが好ましく
、エタノールやイソプロパノール、１，３－ブタンジオールなどのアルコールが特に好ま
しい。抽出は植物体に１～１０倍量の溶媒を加え、室温であれば数日間、沸点付近の温度
であれば数時間浸漬すればよい。必要に応じて濾過して不溶物を取り除いた後、所望によ
り減圧濃縮などにより溶媒を除去することができる。本発明の温感化粧料における、トウ
ガラシ抽出物の含有量は、化粧料全量に対して、固形分として０．００１～０．１質量％
であり、好ましくは０．００５～０．０５質量％である。これは、少なすぎると即時的な
温感効果が発揮できない場合があり、多すぎると刺激感が強すぎる場合があるからである
。
【００１１】
＜製造例１＞
１）トウガラシの果実の乾燥物を２００ｇ秤取り、４ｌの７０％含水エタノ－ル水溶液を
加え、ホモジナイザ－でホモジナイズ処理を行い、室温で２時間浸漬し、不溶物を濾過で
取り除いた後、減圧濃縮し、約１ｌの水溶液とした。
２）この様にして得た水溶液に酢酸エチル１ｌを加え、液液抽出を行った。同様の抽出操
作を、さらに２回行った。各溶媒相を合わせ、減圧濃縮し、トウガラシの抽出物１．８ｇ
を得た。
【００１２】
＜本発明のバラ科の植物抽出物＞
　本発明の温感化粧料は、必須成分としてバラ科の植物抽出物を含有することを特徴とす
る。本発明におけるバラ科の植物抽出物としては、アロニア属及び／又はキイチゴ属の植
物であることが好ましく、トウガラシ抽出物による即時的な温感効果と、バニリルアルキ
ルエーテルによる持続的な温感効果の間の中だるみを埋める効果を最も高めるためには、
アロニア属及びキイチゴ属の植物を含有することがさらに好ましい。さらに、アロニア属
の植物はアロニア・メラノカルパ（Aronia melanocarpa）、キイチゴ属の植物はオニイチ
ゴ（Rubus ellipticus）が特に好ましい。抽出物の作製に用いる植物部位には、特段の限
定がなされず、全草を用いることができるが、もちろん、植物体、地上部、根茎部、木幹
部、葉部、茎部、花穂、花蕾、果実等の部位のみを使用することも可能である。特に好ま
しくは、アロニア・メラノカルパにおいては果実部が、オニイチゴにおいては根茎部が例
示できる。該植物抽出物としては、圧搾流出物、水蒸気蒸留物、蒸留物、溶媒抽出物何れ
も使用可能であるが、溶媒抽出物が、有用成分を選択的に得ることができるので特に好ま
しい。溶媒抽出に用いる溶媒としては、極性溶媒が好ましく、例えば、水、１，３－ブタ
ンジオール、エタノ－ル、イソプロパノ－ルなどのアルコ－ル類、酢酸エチル、蟻酸メチ
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ルなどのエステル類、アセトン、メチルエチルケトンなどのケトン類、ジエチルエ－テル
やテトラヒドロフランなどのエ－テル類などが好ましく例示でき、中でも１，３－ブタン
ジオール及び／又はエタノ－ルを含有する水溶液が好ましく例示できる。このときの含有
量は、溶媒全量に対して５０質量％～９５質量％が好ましく、６０質量％～９０質量％が
さらに好ましい。抽出は、植物体又はその乾燥物１質量部に対して、１質量部～１０質量
部の溶媒を加え、室温であれば数日間、沸点付近の温度であれば数時間浸漬すればよい。
必要に応じて不溶物を濾過して取り除いてもよい。濃縮する場合には、減圧留去すればよ
い。本発明の温感化粧料における、バラ科の植物抽出物の好ましい含有量は、化粧料全量
に対して、固形分として０．０００１～１質量％であり、さらに好ましくは０．００１～
０．１質量％である。これは、少なすぎるとトウガラシ抽出物による即時的な温感効果と
、バニリルアルキルエーテルによる持続的な温感効果の間の中だるみを埋める効果が発揮
できない場合があり、多すぎるとその効果が頭打ちになる場合があるからである。かかる
植物抽出物は、上記のように調製して用いることもできるし、既に市販されているものを
購入して用いることもできる。
【００１３】
＜製造例２＞
１）アロニア・メラノカルパの果実の乾燥物を２００ｇ秤取り、４ｌの７０％含水エタノ
－ル水溶液を加え、ホモジナイザ－でホモジナイズ処理を行い、室温で２時間浸漬し、不
溶物を濾過で取り除いた後、減圧濃縮し、約１ｌの水溶液とした。
２）この様にして得た水溶液に酢酸エチル１ｌを加え、液液抽出を行った。同様の抽出操
作を、さらに２回行った。各溶媒相を合わせ、減圧濃縮し、アロニア・メラノカルパの抽
出物２．４ｇを得た。
【００１４】
＜製造例３＞
１）オニイチゴの根茎部の乾燥物を２００ｇ秤取り、４ｌの８０％含水エタノ－ル水溶液
を加え、ホモジナイザ－でホモジナイズ処理を行い、室温で２時間浸漬し、不溶物を濾過
で取り除いた後、減圧濃縮し、約１ｌの水溶液とした。
２）この様にして得た水溶液に酢酸エチル１ｌを加え、液液抽出を行った。同様の抽出操
作を、さらに２回行った。各溶媒相を合わせ、減圧濃縮し、オニイチゴの抽出物１．５ｇ
を得た。
【００１５】
＜本発明の温感化粧料＞
　本発明の温感化粧料としては、通常化粧料として知られているものであれば、特段の限
定なく適用でき、例えば、化粧水、乳液、クリーム、エッセンス、パック、マッサージな
どの基礎化粧料、ファンデーション、アンダーメークアップ、リップカラー、チークカラ
ー等のメークアップ化粧料、シャンプー、石鹸，リンスなどの洗浄用の化粧料、ヘアロー
ション、ヘアクリームなどの毛髪用の化粧料等が例示でき、中でも基礎化粧料が好ましく
、マッサージ化粧料が特に好ましい。これは使用形態における擦過作業が本発明の効果を
高めるからである。
【００１６】
　本発明の温感化粧料は、化粧料で通常使用されている任意成分を本発明の効果を損なわ
ない範囲において、含有することができる。このような任意成分としては、例えば、マカ
デミアナッツ油、アボカド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ
油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、
硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボ
タロウ、ラノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類、
流動パラフィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセ
リン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸、
ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等
の高級脂肪酸類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール
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、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリル
アルコール等の高級アルコール等、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキ
サン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン
等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン
、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等の
シリコーン油等の油剤類、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の
保湿成分類、グアガム、クインスシード、カラギーナン、ガラクタン、アラビアガム、ペ
クチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、カードラン、メチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロ
ース、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グリコーゲン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン
酸、ヒアルロン酸ナトリウム、トラガントガム、ケラタン硫酸、コンドロイチン、ムコイ
チン硫酸、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキシメチルグアガム、デキストラン、ケラ
ト硫酸，ローカストビーンガム，サクシノグルカン、カロニン酸、キチン、キトサン、カ
ルボキシメチルキチン、寒天、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボキ
シビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレングリコール等の増粘剤、表
面を処理されていても良い、マイカ、シリカ、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、酸化
アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸
化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面
を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類、レ
ーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４
０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２
１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２
０４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オル
ガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、
アントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベ
ンゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系紫外線吸収剤、２－（２'－ヒドロキシ－５'－ｔ－オ
クチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４'－ｔ－ブチルジベンゾイルメタ
ン等の紫外線吸収剤類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ6塩酸塩、ビタミンＢ6ト
リパルミテート、ビタミンＢ6ジオクタノエート、ビタミンＢ2又はその誘導体、ビタミン
Ｂ12、ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロール、β－トコフ
ェロール、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類
、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタミン類等、フ
ェノキシエタノール等の抗菌剤等、アルブチン、アスコルビン酸誘導体、レゾルシン誘導
体、コウジ酸、トラネキサム酸等の美白剤、レチノール、ウルソール酸誘導体等の抗シワ
改善剤等が好ましく例示できる。これらの中では、より好ましいマッサージ化粧料の態様
においては、さらに、アルキル変性カルボキシビニルポリマー及び／又はそれらの塩を含
有することが好ましい。かかる成分を含有することにより、温感効果が持続するからであ
る。これらのカルボキシビニルポリマーは、増粘剤として種々のものが市販されているの
で、それらを購入して使用することができる。アルキル変性カルボキシビニルポリマーは
、カルボキシビニルポリマーの一部にアルキル基を導入したもので、例えばグッドリッチ
社（米）より「ペミレンＴＲ－１」、「ペミレンＴＲ－２」、「カーボポール１３８２」
等が市販されている。又、アルキル変性カルボキシビニルポリマーを使用する際には、水
中油型の乳化剤形にするのが、温感効果がさらに持続するため好ましい。
【００１７】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明が、かか
る実施例にのみ限定されないことはいうまでもない。
【実施例】
【００１８】
＜実施例１～９＞



(6) JP 6219072 B2 2017.10.25

10

20

30

40

　下記に示す表１の処方に従って、本発明の温感化粧料である、マッサージ化粧料を作製
した。即ち、表１の（イ）を混合し７５℃に加温、これに混合後７５℃に加温した（ロ）
を添加・撹拌、さらに混合後７５℃に加温した（ハ）を添加・撹拌し、中和した。撹拌し
ながら冷却し、（ニ）をさらに添加・撹拌し、本発明のマッサージ化粧料である実施例１
～９を得た。同様に操作して、バラ科の植物抽出物を水に置換した比較例１も作製した。
【００１９】
【表１】

【００２０】
＜試験例：温感評価試験＞
　実施例１～３及び比較例１をパネラーの前腕内側に塗布し、塗布直後、塗布３分後、５
分後、７分後、１０分後に温感を感じるかどうかを自己申告させた。各実施例、各比較例
について、５名のパネラーで評価を行い、温感を自己申告したパネラーの割合を％で示し
た。結果を表２に示す。さらに、温感の強さを、かなり温感を感じる：５点、温感を感じ
る：４点、やや温感を感じる：３点、わずかに温感を感じる：２点、ほとんど温感を感じ
ない：１点、全く温感を感じない：０点の６段階でスコア評価してもらい、５名のスコア
の平均値をその時間における温感スコアとした。結果を表２に示す。
【００２１】
【表２】

【００２２】
　表２の結果より、本発明の温感化粧料は、トウガラシ抽出物による即時的な温感効果と
、バニリルアルキルエーテルによる持続的な温感効果の間の中だるみを埋める効果があり
、満足度の高い温感化粧料が設計されていることが判る。さらに、アロニア・メラノカル
パ抽出物と、オニイチゴ抽出物の両方を含有した実施例３が最も効果が高いことが判る。
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